
ISA City Public Relations  2020.12.01　　4

12 月４日　 ～10日金 木

第７2 回

人権週間
　人権週間は、昭和 23 年 12 月 10 日の国連総

会において「世界人権宣言」が採択されたことを

記念して国において定められたもので、今年で

72 回目となります。

　私たちの社会にはいまだに、いじめや虐待など

の子どもの人権問題、外国人や障がいのある人に

対する偏見や差別など、さまざまな人権問題が存

在しています。さらに、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴い、感染者や医療従事者、また

これらの方々の家族などに対して、デマの拡散、

差別や偏見、心ない誹謗中傷、人物の特定など、

人権が脅かされる事例が発生しています。

　これらの問題を解決するためには、私たち一人

ひとりが人権問題を「自分自身にも関わりのある

こと」として受けとめ、身近な人権問題について

関心を持つことが大切です。

　この人権週間を機に、ぜひみなさんも身近なこ

とから人権について考えてみましょう。

　法務省の人権擁護機関では、人権週間以外

においても、電話相談のほか、メールでの相

談にも応じています。いじめや虐待、新型コ

ロナウイルス感染症に関する偏見や差別、イ

ンターネット上での誹謗中傷など一人で悩ま

ず気軽に相談窓口にお電話ください。

電話相談窓口

● 鹿児島地方法務局霧島支局

　　☎０９９５-４５-００６４

● みんなの人権１１０番（全国共通）

　　☎０５７０-００３-１１０

● 子どもの人権１１０番（全国共通）

　　☎０１２０-００７-１１０

● 女性の人権ホットライン（全国共通）

　　☎０５７０-０７０-８１０

相談時間　８時 30 分～ 17 時 15 分

※土日、祝日を除きます。

※子どもの人権１１０番以外の通話料は、相

　談者の負担となります。

問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課

☎０９９・２５９・０６８４

　　　　　　　市民課人権啓発・市民相談係

☎㉓１３１１

　平成 18 年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局

による人権侵害問題への対処に関する法律」が施

行され、毎年 12 月 10 日から 16 日までの１週間

を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と定めています。

　拉致問題をはじめとする北朝鮮当局による人権

侵害問題は、国際社会を挙げて取り組むべき課題

とされています。解決のためには、この問題につ

いて、関心と認識を深めていくことが大切です。

北朝鮮人権侵害問題啓発週間とは

12 月 10 日から 16 日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　1970 年代から 80 年代にかけて、北朝鮮によ

り多くの日本人が拉致されました。現在、 17 人

が政府によって拉致被害者として認定されていま

す。また、政府が認定した被害者以外にも、いわ

ゆる特定失踪者等の北朝鮮による拉致の可能性を

排除できない人たちがいます。

　平成 14 年 （2002） 年９月の第１回日朝首脳

会議において、北朝鮮は日本人を拉致していたこ

とを認め、謝罪しました。その後、５人の被害者

は帰国しましたが、残りの拉致被害者については、

いまだ納得いく説明がありません。

　拉致問題は、我が国の主権や国民の生命と安全

に関わる重大な問題であり、日本政府は、北朝鮮

側から納得のいく説明や証拠の提示がない以上、

安否不明の拉致被害者がすべて生存しているとの

前提に立って、被害者の即時帰国と納得のいく説

明を行うよう強く求めています。

北朝鮮による日本人拉致問題について

鹿児島地方法務局・鹿児島県人権擁護委員連合会

鹿児島県人権啓発ネットワーク協議会

 北朝鮮当局による

 人権侵害問題に対する

 認識を深めましょう
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　児童生徒の人権啓発標語作品を紹介します。

人権や差別について正しい知識を持ち、明るい伊佐市を築きましょう。

令
和
２
年
度　

人
権
啓
発
標
語



ISA City Public Relations  2020.12.01　　6

　

「
い
ま
、
と
に
か
く
カ
ヌ
ー
が

楽
し
い
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す

植
木
一
喜
さ
ん
。
９
月
に
行
わ
れ

た
県
高
校
新
人
大
会
カ
ナ
デ
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催
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。
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イサモリイサモリ

あっぱれ!あっぱれ! Vol.10Vol.10

（カヌースプリントカナディアン／

大口高校２年生）  

植木一喜さん

▲懸命に艇を漕ぐ植木さん （先頭）

九州大会の様子

▲水上でのベストパフォーマンスのために、 筋力・
　 体幹トレーニングにも取り組んでいます （中央）
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○引き続き入園する児童　　在園中の保育園・認定こども園・幼稚園

○はじめて入園する児童　　● こども課（大口庁舎）　● 地域総務課・教育委員会学校教育課（菱刈庁舎）

　　　　　　　　　　　　　● 大口子育て支援センター（ｅ-Ga なんちゅう）

　　　　　　　　　　　　　● 菱刈子育て支援センター（まごし館）

※申込書等は、市ホームページからダウンロードもできます。

※本城幼稚園の申込書は学校教育課（菱刈庁舎）で配布します。

区分 園名 所在地 定員 電話番号

保育園

 明徳寺保育園 大口 50  ㉒ 6195

 山野保育園 山野 20  ㉒ 1476

 羽月保育園 羽月 90  ㉒ 6388

 湯之尾保育園 湯之尾 40  ㉖ 0640

認定

こども園

（保育）

 大口幼稚園 大口 50  ㉒ 0450

 大口さくらこども園 大口 50  ㉒ 8125

 さくらの里こども園 大口 60  ㉒ 2327

 あゆみ未来こども園 大口 50  ㉒ 5473

 みどり保育園（本園） 大口 110  ㉒ 2611

 ひまわり保育園
 （みどり分園）

大口 40  ㉓ 5560

 こうようこども園 大口 30  ㉕ 2155

 慈光保育園 菱刈 50  ㉖ 2145

 本城こども園 本城 50  ㉖ 4161

 田中保育所 田中 60  ㉖ 1016

〇保育入園資格（０歳～５歳）

※保護者が次の理由により、家庭で保育できない
　     児童が対象（就労、妊娠・出産、疾病・障がい、
      介護、災害復旧、求職活動、就学・職業訓練）

区分 園名 所在地 定員 電話番号

認定

こども園

（教育）

 大口幼稚園 大口 40  ㉒ 0450

 大口さくらこども園 大口 15  ㉒ 8125

 さくらの里こども園 大口 15  ㉒ 2327

 あゆみ未来こども園 大口 10  ㉒ 5473

 みどり保育園（本園） 大口 10  ㉒ 2611

 こうようこども園 大口 5  ㉕ 2155

 慈光保育園 菱刈 5  ㉖ 2145

 本城こども園 本城 5  ㉖ 4161

 田中保育所 田中 5  ㉖ 1016

幼稚園  伊佐市立本城幼稚園 本城 60  ㉖ 0185

〇教育入園資格（３歳～５歳）

対象者 場所・時間

認定こども園の

教育認定希望者
各認定こども園

開園時間内

本城幼稚園

希望者

学校教育課（菱刈庁舎）

8時30分～17時15分

…

…

　申込書の配布場所（事前に入手してください）

対象者 場所・時間

 全保育園及び認定こども園の

保育認定希望者
（市外施設を含む）

こども課
（大口庁舎）

9 時～ 19 時

　保育園・認定こども園での保育認定を希望する人 　認定こども園や幼稚園での教育認定を希望する人

１２月９日（水）～２２日（火）　受付期間・場所 ※土日を除く

こども課子育て支援係　☎㉓１３１１問い合わせ先

保育園 ・ 認定こども園 ・ 幼稚園

令和３年４月入園児の募集

　伊佐市の保育園・認定こども園・幼稚園の一覧（令和３年４月予定）

　詳しくは、求人情報をご覧

になるか、ハローワーク

大口へお問い合わせくだ

さい。

問い合わせ先

ハローワーク大口　 ☎㉒８６０９

・保育士
・幼稚園教諭 募集




